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沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋立てに使用しないこと  

を求める意見書  

 

 太 平 洋 戦 争 末 期 、 本 土 か ら も 数 多 く の 兵 士 が 送 ら れ た 沖 縄 戦 で は 、 一

般 住 民 を 巻 き 込 ん だ 凄 絶 な 地 上 戦 が 行 わ れ た 。 毎 年 ６ 月 23日 の 沖 縄 戦 終

結 の 日 に は 、 さ き の 大 戦 で 貴 い 犠 牲 と な っ た 戦 没 者 の 慰 霊 と 、 恒 久 平 和

を祈り、沖縄全戦没者追悼式が開かれている。  

 同 追 悼 式 が 開 か れ る 糸 満 市 摩 文 仁 の 平 和 祈 念 公 園 内 の 「 平 和 の 礎 」 に

は 、 国 籍 や 軍 民 の 別 な く 、 24万 1,632名 の 犠 牲 者 の 名 前 が 刻 ま れ て い る

（ 2021年 ６ 月 現 在 ） 。 こ の 摩 文 仁 を 中 心 と し た 沖 縄 本 島 の 南 部 地 域 は 、

1972年 の 本 土 復 帰 に 伴 い 、 戦 跡 と し て は 我 が 国 唯 一 の 「 沖 縄 戦 跡 国 定 公

園 」 と し て 指 定 さ れ た 。 本 島 南 部 地 域 は 日 本 軍 司 令 部 が 置 か れ た こ と で

沖 縄 戦 の 中 で も 激 戦 の 地 と な り 、 犠 牲 を 強 い ら れ た 住 民 や 兵 士 の 遺 骨 が 、

戦 後 76年 を 経 た 今 も な お 残 さ れ て い る 。 長 く ボ ラ ン テ ィ ア の 人 々 に よ り

戦 没 者 の 遺 骨 の 収 集 が 続 け ら れ て き た が 、 「 戦 没 者 の 遺 骨 収 集 の 促 進 に

関 す る 法 律 」 （ 2016年 施 行 ） で は 、 2016年 か ら 2024年 を 、 沖 縄 の ほ か 東

京 小 笠 原 諸 島 硫 黄 島 を は じ め 国 内 外 の 遺 骨 収 集 の 集 中 実 施 期 間 と し て い

る。  

 こ う し た 中 、 昨 年 国 は 、 戦 没 者 の 遺 骨 が 残 る 南 部 地 域 の 土 砂 を 埋 立 て

工 事 に 使 用 す る 申 請 を 沖 縄 県 に 提 出 し た 。 戦 没 者 の 遺 骨 を 含 む 土 砂 を 埋

立 て に 使 用 す る こ と は 、 遺 族 の 悲 痛 を 倍 加 さ せ る の み な ら ず 、 戦 没 者 を

冒瀆するものであり、人道上許されない行為である。  

 よ っ て 、 武 蔵 野 市 議 会 は 、 政 府 及 び 関 係 機 関 に 対 し 下 記 の 事 項 を 求 め

るものである。  

 

 

記  

 

 

１  沖縄戦の戦没者の遺骨を含む土砂を埋立てに使用しないこと。  

２  「 戦 没 者 の 遺 骨 収 集 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ き 、 政 府 の 責 務 と

して戦没者の遺骨収集を行うこと。  

 

 以上、地方自治法第 99 条の規定により、意見書を提出する。  
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